
 

 

事業名：県産農林水産物の新たな流通モデル構築事業 

 

担当課：フードイノベーション課          

 

１ 事業の目的 

2024年問題の影響が取りざたされる中、深刻な輸送力不足や燃料価格の高騰への

対応に加え、中京圏・関西圏（以下、「中京圏等」という）の消費者に県産農林水産

物の魅力を発信し、ファンづくりにつなげるため、旬の県産食材を回送電車や共同

配送、混載などにより、短時間での輸送や計画的に効率よく低コストで等の駅や空

港、小売店等に輸送する新たな流通モデルを構築するとともに、中京圏等の飲食店

やホテルのレストラン等での県産食材のニーズを調査のうえ、販路の拡大やサプラ

イチェーンの構築に取り組みます。 

 

２ 事業の必要性 

2024年問題の影響が取りざたされる中、深刻な輸送力不足や燃料価格の高騰へ対

応する必要があります。 

また、農林水産業を取り巻く情勢が厳しさを増すなか、県内生産者の収益向上を

図るためにも、県産農林水産物を県内外の消費者から「積極的に選ばれる」ものへ

と発展させる取組を実施する必要があります。 

 

３ 事業の内容 

現在の県内農林水産物の流通の現状と課題を調査し、それに対応するための旬の

県産農林水産物の新たな流通モデルの構築を行います。 

また、構築した流通モデルを活用し、飲食店や小売店等での継続的な活用・販売

に向けたサプライチェーンの構築に取り組みます。 

 

４ 事業の効果 

 旬の県産食材を回送電車や共同配送、混載などにより、短時間で計画的に効率良

く関西圏等の駅や飲食店、小売店等に輸送する新たな流通モデルを構築するととも

に、飲食店や小売店等での継続的な活用・販売に向けたサプライチェーンの構築に

取り組むことにより、県産農林水産物の魅力発信と販路拡大につなげます。 

 

５ 事業実施期間 

令和８年４月 ～ 令和９年３月 

 

６ 事業費（財源内訳、積算等も具体的に記入） 

（１）県産農林水産物の新たな流通モデル構築事業 

 3,138千円（うち県費：1,671千円） 

   2024 年問題の影響が取りざたされる中、深刻な輸送力不足や燃料価格の高騰

への対応に向け、三重県の旬の食材を回送電車や共同配送、混載など、計画的に

効率よく低コストで中京圏等の駅や空港、小売店等に輸送する新たな流通モデル

を構築するとともに、大都市圏への販路拡大を希望する生産者を掘り起こし、集



 

 

荷範囲を広げるなど水平展開を目指します。 

 

（２）新たな流通モデルを活用したサプライチェーン構築事業   

3,027千円（うち県費：1,581千円） 

   県産農林水産物の継続的な販路のさらなる拡大に向け、関西圏等での県産食材

へのニーズの調査を実施するとともに、三重県ならではのストーリーを持つ県産

農林水産物について、旬の鮮度の高い県産農林水産物の良さを切り口とした飲食

店等とのマッチングに取り組みます。 

 


